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●日本学術会議を正さねば

　
残
念
な
が
ら
近
年
の
日
本
で

は
、
人
を
茶
化
し
、
攻
撃
し
、
吊

る
し
あ
げ
る
よ
う
な
風
潮
が
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
の
安
全
確

保
な
ど
公
益
の
た
め
日
々
精
励

す
る
人
々
の
徳
や
努
力
に
対
し
、

「
真
摯
に
敬
意
を
表
す
る
」
社
会

土
壌
が
や
せ
細
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
そ
ん
な
な
か
総
理
は
、
国
民
の

命
や
国
土
を
守
る
た
め
、
緊
急
事

態
と
な
れ
ば
危
険
を
顧
み
ず
立

ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
人
々

の
緊
張
感
に
目
を
向
け
、
敬
意
を

抱
く
世
論
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
、
我
が
国
の
永
続
的
な
安
全

と
繁
栄
の
基
盤
だ
と
確
信
し
て

お
ら
れ
た
と
拝
察
し
ま
す
。

平
井
　
同
感
で
す
。
安
倍
総
理
に

哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。
私
は
、

自
民
党
本
部
と
増
上
寺
に
献
花
に
参
り
、

安
倍
総
理
へ
の
テ
ロ
行
為
を
献
花
に
訪
れ

た
多
く
の
国
民
と
と
も
に
悲
し
み
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
、
参
議
院
選
挙
の
応
援
演
説

中
に
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
り「
暗
殺
」さ
れ

ま
し
た
。「
死
亡
」と
い
う
言
い
方
は
間

違
っ
て
い
る
。
私
は
、
言
論
を
暴
力
で
押

さ
え
つ
け
よ
う
と
し
た
テ
ロ
を
決
し
て
許

さ
な
い
。
こ
の
事
件
は
、
自
由
で
開
か
れ

た
民
主
主
義
社
会
へ
の
宣
戦
布
告
で
す
。

　
モ
リ
カ
ケ
騒
ぎ
が
典
型
例
で
す
が
、
一

部
の
大
手
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
が
、
安
倍

総
理
へ
の
根
拠
な
き
誹
謗
中
傷
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
今

回
の
許
せ
な
い
テ
ロ
事
件
を
生
ん
だ
一
因

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
々
サ
イ

レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
、
外
国
の
国
益

の
た
め
に
ノ
イ
ジ
ー
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
繰

り
広
げ
る
世
論
戦
に
批
判
の
声
を
上
げ
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
の
悲
劇
を
二
度
と
繰

日
本
学
術
会
議
を

正
さ
ね
ば

自
分
の
国
は
自
分
で
守
る

有
村
　
最
も
尊
敬
す
る
安
倍
総
理
の
内
閣

で
初
代
女
性
活
躍
担
当
大
臣
な
ど
を
拝
命

し
、
一
国
を
担
う
宰
相
の
重
圧
や
世
界
観
、

戦
略
性
や
忍
耐
の
一
端
を
そ
ば
で
う
か
が

い
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
倍
総
理

は
日
本
を
愛
し
、
人
を
励
ま
し
、
人
知
れ

ず
探
究
さ
れ
、
国
家
国
民
に
仕
え
る
こ
と

を
人
生
最
大
の
誇
り
と
さ
れ
た
。
苦
難
の

時
も
意
志
あ
る
笑
顔
を
貫
か
れ
、
強

き
よ
う

靭じ
ん

な

精
神
力
と
周
囲
へ
の
配
慮
を
感
じ
た
も
の

で
す
。

　
総
理
は「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」と

い
う
独
立
主
権
国
家
と
し
て
は
当
然
の
、

し
か
し
戦
後
の
日
本
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

対
立
の
主
論
点
で
あ
り
続
け
た
命
題
を
、

身
を
挺
し
て
訴
え
た
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
総
理
と
し
て
外
国
に
赴
か
れ
た
際
に
は
、

戦
没
者
の
慰
霊
碑
や
祖
国
に
殉
じ
た
兵
士

の
墓
前
に
献
花
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

相
手
国
に
敬
意
を
表
さ
れ
、
国
内
に
お
い

て
は
、
自
衛
官
、
海
上
保
安
官
、
警
察
官
、

消
防
士
な
ど
国
土
や
国
民
の
命
を
守
る
職

責
の
方
々
に
対
し
て
、
心
か
ら
の
敬
意
を

向
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
国
防
に
非
協
力
的
な
一
方
、
中
国
の
軍
備
拡
張
に
手
を
貸
す
矛
盾

有
村
治
子

参
議
院
議
員 

比
例
代
表（
全
国
区
）選
出

平
井
宏
治

株
式
会
社
ア
シ
ス
ト
代
表
取
締
役

2014年、安倍首相（当時）が主催した女性駐日大使との懇談にて
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立
っ
た
三
上
事
務
局
長
は
、
以
下
の
よ
う

に
発
言
し
ま
し
た
。

「
科
学
技
術
、
と
り
わ
け
先
端
技
術
や
新

興
技
術
が
民
生
・
軍
事
の
二
面
性
を
持
つ

こ
と
は
、
学
術
会
議
に
お
い
て
も
十
分
に

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
」

「（
二
〇
一
七
年
に
出
し
た
声
明
は
）
デ
ュ

ア
ル
ユ
ー
ス
の
よ
う
な
安
全
保
障
に
資
す

る
研
究
を
一
律
に
禁
止
す
る
趣
旨
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
こ
れ
は
学
術
会
議
が
従
来
取
っ
て
き
た

ス
タ
ン
ス
と
は
全
く
異
な
る
発
言
で
、
こ

の
方
針
転
換
が
国
会
の
議
事
録
に
残
っ
た

こ
と
は
画
期
的
で
す
！

　
私
は
民
間
の
立
場
で
い
ち
早
く
経
済
安

全
保
障
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
し
、

有
村
さ
ん
も
中
国
共
産
党
の「
千
人
計
画
」

が
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
と
な
る
こ
と
を

国
会
で
指
摘
し
、「
孔
子
学
院
」を
含
め
学

術
界
に
忍
び
寄
る
外
国
政
府
の
危
険
性
を

明
ら
か
に
し
た
先
駆
者
で
す
。
お
互
い
、

科
学
技
術
力
が
国
家
の
盛
衰
に
直
結
す
る

こ
と
を
確
信
し
、
世
論
に
訴
え
て
き
た
者

だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
国
会
質
問
で
、
有

村
さ
ん
が
学
術
会
議
の
実
態
を
浮
き
彫
り

に
し
た
意
図
が
わ
か
り
ま
す
。

　三
度
に
わ
た
る
声
明

有
村
　
学
術
会
議
と
科
学
技
術
政
策
に
つ

い
て
語
れ
ば
、
お
の
ず
と
戦
後
日
本
に
お

い
て
、
大
学
が
軍
事
や
安
全
保
障
に
ど
う

向
き
合
っ
て
き
た
か
を
論
じ
る
こ
と
に
な

る
。
終
戦
か
ら
四
年
を
経
た
一
九
四
九
年
、

占
領
下
で
結
成
さ
れ
た
学
術
会
議
は
、
三

度
に
わ
た
り
影
響
力
の
あ
る
声
明
を
出
し

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
安
全
保
障
の
カ
ギ

平
井
　
経
済
安
全
保
障
推
進
法
が
成
立
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
中
対
立

の
激
化
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
直
面
し
、

経
済
と
安
全
保
障
は
不
可
分
だ
と
い
う
認

識
が
一
般
に
も
浸
透
し
て
い
る
。
激
動
の

時
代
に
お
い
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

化
や
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
確
保
、
先
端
技
術

の
開
発
・
保
護
を
目
的
と
す
る
経
済
安
全

保
障
推
進
法
の
成
立
は
大
き
な
一
歩
で
す
。

有
村
　
陸
海
空
か
ら
な
る
伝
統
的
な
防
衛

力
の
み
な
ら
ず
、
日
々
の
経
済
活
動
を
通

じ
て
国
民
生
活
を
守
り
、
安
全
を
高
め
る

法
律
基
盤
で
す
。
経
済
と
安
全
保
障
が
密

接
に
関
わ
る
な
か
、
ど
ち
ら
の
分
野
で
も

科
学
技
術
力
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。

　
科
学
技
術
力
は
国
力
の
源
泉
で
あ
り
、

安
全
と
繁
栄
の
基
盤
。
だ
か
ら
こ
そ
、
各

国
は
明
確
な
国
家
意
思
を
持
っ
て
先
端
技

術
の
開
発
・
獲
得
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。

米
中
緊
張
の
中
核
に
も
、
先
端
機
微
技
術

の
覇
権
争
い
が
あ
り
ま
す
。

平
井
　
有
村
さ
ん
は
経
済
安
全
保
障
推
進

法
の
審
議
に
あ
た
っ
て
、
日
本
学
術
会
議

（
以
下
、
学
術
会
議
）
に
切
り
込
ん
だ
質
疑

を
行
い
ま
し
た（
四
月
二
十
六
日
）。

有
村
　「
い
ま
や
民
生
技
術
と
軍
事
技
術
の

境
界
線
な
ど
引
け
な
い
現
実
を
、
実
は
一

番
よ
く
わ
か
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
研
究

者
ご
自
身
、
と
り
わ
け
そ
の
総
体
と
し
て

の
学
術
会
議
で
は
な
い
で
す
か
？
」と
直
球

の
質
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

平
井
　
学
術
会
議
を
代
表
し
て
答
弁
に

ひらい　こうじ
1958年生まれ。電機メーカーやＭ＆Ａ助言、事業再生支援会
社などを経て、2016年から経済安全保障に関するコンサル
業務を行う株式会社アシスト代表。2020年から一般社団法
人日本戦略研究フォーラム政策提言委員。著書に『経済安全保
障リスク』（育鵬社）、『トヨタが中国に接収される日』（ワック）
がある。早稲田大学大学院ファイナンス研究科修了。

ありむら　はるこ
1970年生まれ。2001年、参議院選挙比例代表（全国区）にて初
当選、現在4期目。文部科学大臣政務官、参議院自民党政審会長
を歴任。2014年、安倍内閣にて初代女性活躍・行政改革担当大
臣として初入閣。裁判官弾劾裁判所裁判長を経て現在は参議院
自民党議員副会長を務める。的確な問題提起で国を動かす鋭い
国会質問を心掛けている。
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術
界
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
不
当
な
意
地
悪
を

さ
れ
た
り
、
報
復
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
恐
れ
、
不
条
理
と

憤
り
を
覚
え
な
が
ら
、
事
実
上
泣
き
寝
入

り
す
る
事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
学
問
の

自
由
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

有
村
　
消
防
士
は
火
事
を
警
戒
す
る
か
ら

こ
そ
、
発
火
の
研
究
に
余
念
が
な
い
。
感

染
症
の
専
門
医
は
、
感
染
症
に
打
ち
克
ち

た
い
か
ら
こ
そ
感
染
症
に
つ
い
て
研
究
を

重
ね
る
。
警
察
は
犯
罪
を
抑
止
し
た
い
が

た
め
に
、
犯
罪
者
心
理
や
犯
罪
手
法
の
知

見
を
深
め
る
。
人
命
と
安
全
に
責
任
を
負

う
専
門
家
だ
か
ら
こ
そ
、
人
命
を
脅
か
す

火
事
や
感
染
症
や
犯
罪
に
つ
い
て
飽
く
な

き
探
究
を
続
け
ま
す
。
同
様
に
、
国
民
の

命
や
国
土
を
守
り
た
い
か
ら
こ
そ
、
安
全

保
障
の
研
究
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
井
　
研
究
者
の
自
由
意
志
に
よ
る
、
自

国
防
衛
に
資
す
る
基
礎
研
究
ま
で
、「
軍
事

て
い
ま
す
。

①
一
九
五
〇
年
「
戦
争
を
目
的
と
す
る
科

学
研
究
に
は
絶
対
従
わ
な
い
決
意
の
表
明
」

②
一
九
六
七
年
「
軍
事
目
的
の
た
め
の
科

学
研
究
を
行
わ
な
い
声
明
」

③
二
〇
一
七
年
「
軍
事
的
安
全
保
障
研
究

に
関
す
る
声
明
」（
以
下
、『
声
明
』）

　
二
度
目
の
声
明
か
ら
五
十
年
も
経
て
、

五
年
前
に
学
術
会
議
が
突
如
三
度
目
の
声

明
を
出
し
た
背
景
に
、
防
衛
装
備
庁
が
開

始
し
た「
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制
度

（
以
下
、
研
究
推
進
制
度
）」へ
の
警
戒
が
あ

り
ま
す
。

　
研
究
推
進
制
度
は
、
防
衛
省
の
外
局
で

あ
る
防
衛
装
備
庁
が
七
年
前
に
立
ち
上
げ
、

先
進
的
な
民
生
技
術
の
基
礎
研
究
に
一
件

あ
た
り
数
百
万
円
〜
最
大
二
十
億
円
の
資

金
を
配
分
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
企
業

な
ど
の
産
業
界
や
研
究
機
関
を
は
じ
め
、

大
学
等
の
研
究
者
か
ら
広
く
ア
イ
デ
ア
を

募
る
予
定
で
し
た
。

平
井
　
学
術
会
議
は
、
安
全
保
障
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
る
研
究
者
や
技
術
者
に
ま

で
同
調
圧
力
を
か
け
、
防
衛
省
と
の
協
力

を
遮
断
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。『
声

明
』は
こ
の
研
究
推
進
制
度
に
つ
い
て
、

「
政
府
に
よ
る
研
究
へ
の
介
入
が
著
し
く
、

問
題
が
多
い
」「
将
来
の
装
備
開
発
に
つ
な

げ
る
と
い
う
明
確
な
目
的
に
沿
っ
て
公

募
・
審
査
が
行
わ
れ
る
」と
批
判
し
、
自
国

の
防
衛
技
術
向
上
に
向
け
た
研
究
を
も
牽

制
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
科
学
者
を
代
表

す
る
機
関
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政

府
の
一
角
を
な
す
防
衛
装
備
庁
の
制
度
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
の
で
す
。

「
学
問
の
自
由
」を
奪
う
学
術
会
議

有
村
　
学
術
会
議
の『
声
明
』に
呼
応
す
る

形
で
、
日
本
各
地
の
国
公
私
立
大
学
は「
軍

事
を
目
的
と
す
る
研
究
は
行
わ
な
い
」「
軍

民
両
用
を
目
的
と
し
た
研
究
は
実
施
し
な

い
」「
防
衛
装
備
庁
の
研
究
助
成
制
度
に
は

応
募
を
認
め
な
い
」な
ど
、
こ
の
五
年
間
で

各
々
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
学
所
属
の
研
究

者
が
防
衛
装
備
庁
の
研
究
推
進
制
度
に
応

募
す
る
道
が
事
実
上
、
断
た
れ
て
い
ま
す
。

平
井
　
防
衛
装
備
庁
の
研
究
推
進
制
度
が

発
足
し
た
二
〇
一
五
年
度
に
は
、
大
学
か

ら
の
応
募
が
五
三
％
（
五
十
八
件
）
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
声
明
』
発
出
後
、

二
〇
二
〇
年
度
に
は
、た
っ
た
八
％
（
九
件
）

に
激
減
し
て
い
ま
す
。
防
衛
装
備
庁
の
研

究
公
募
に
手
を
挙
げ
た
い
け
れ
ど
、
所
属

大
学
か
ら
明
示
的
に
禁
じ
ら
れ
た
り
、「
自

粛
」を
強
要
さ
れ
た
り
す
る
。
個
々
の
研
究

者
は
、
具
体
的
な
研
究
構
想
を
持
ち
な
が

ら
も
手
を
挙
げ
る
こ
と
す
ら
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
実
名
で
声
を
上
げ
れ
ば
、
今
後
の
学

参院本会議で経済安全保障推進法案の趣旨説明を行う小林鷹之経済安全保障担当相（写真提供：時事）
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は
、
核
兵
器
を
保
有
す
る
中
国
、
ロ
シ
ア
、

北
朝
鮮
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ

シ
ア
海
軍
と
中
国
海
軍
が
わ
が
国
を
周
回

し
、
わ
が
国
へ
の
威
嚇
を
続
け
て
い
ま
す
。

習
近
平
総
書
記
は
、
台
湾
侵
略
の
野
望
を

捨
て
て
お
ら
ず
、
わ
が
国
へ
の
侵
略
も
同

時
に
行
わ
れ
る
と
見
る
識
者
も
多
い
。

　
わ
が
国
の
国
民
の
生
命
と
財
産
を
侵
略

か
ら
護
る
た
め
、
自
分
の
家
族
や
親
戚
を

侵
略
か
ら
護
る
た
め
に
、
大
学
人
に
は
協

力
を
求
め
た
い
。
国
民
が
求
め
る
安
全
保

障
研
究
ま
で「
軍
事
研
究
」と
乱
暴
な
く
く

り
で
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、
頑
な
に
忌
避
す

る
姿
勢
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
学
術
会

議
へ
の
国
民
の
共
感
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

防
衛
に
つ
い
て
は
、
発
足
当
時
よ
り
七
十

年
以
上
に
わ
た
り
、
特
定
の
政
治
色
の
利

益
を
代
弁
し
て
き
た
学
術
会
議
よ
り
、
世

界
情
勢
の
変
化
を
直
視
す
る
国
民
世
論
の

方
が
、
よ
ほ
ど
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
現
実
的

視
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
に
不
可
欠
な
技
術

有
村
　
ど
ん
な
国
で
あ
れ
、
防
衛
力
を
強

化
す
る
た
め
に
最
先
端
・
最
新
鋭
の
技
術

を
投
入
し
ま
す
。
国
民
の
生
命
と
国
家
の

命
運
が
懸
か
っ
て
い
る
安
全
保
障
の
最
前

線
で
は
先
端
技
術
が
生
ま
れ
や
す
い
。
人

類
を
豊
か
に
し
て
き
た
民
生
商
業
技
術
の

な
か
に
も
、
軍
事
技
術
か
ら
派
生
し
た
も

の
が
多
い
。

平
井
　
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
地

理
的
に
離
れ
た
拠
点
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ

ソ
ー
ス
を
共
有
で
き
る
よ
う
軍
事
上
の
要

請
か
ら
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
し
、
カ
ー

ナ
ビ
等
に
使
わ
れ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
、
元
々
は

世
界
の
ど
こ
で
も
原
子
力
潜
水
艦
な
ど
自

軍
の
正
確
な
位
置
情
報
を
必
要
と
し
た
軍

事
技
術
で
す
。

有
村
　
電
子
レ
ン
ジ
は
米
軍
の
軍
事
研
究

か
ら
派
生
し
た
民
生
商
業
技
術
で
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
型
掃
除
機
「
ル
ン
バ
」も
、
地
雷
探

知
機
の
技
術
を
基
に
し
て
い
る
。
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
や
釣
り
竿
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に

使
用
さ
れ
る
炭
素
繊
維
は
、
民
間
航
空
機

や
ミ
サ
イ
ル
の
強
靭
化
・
軽
量
化
に
も
使

用
さ
れ
る
先
端
素
材
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

平
井
　
冷
戦
時
代
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は

熾し

烈れ
つ

な
宇
宙
開
発
競
争
を
演
じ
ま
し
た
。

人
類
を
月
ま
で
飛
ば
す
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
大

陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
並
行
し
て
開
発
さ

れ
た
。
民
生
用
途
の
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
は
軍

事
用
途
の
ミ
サ
イ
ル
技
術
と
重
な
り
、
原

子
力
に
つ
い
て
も
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る

電
力
源
で
あ
る
一
方
、
殺
傷
力
の
高
い
核

兵
器
に
つ
な
が
る
技
術
で
も
あ
る
。
要
は

技
術
も
使
い
方
次
第
で
す
。
民
生
技
術
と

軍
事
技
術
の
境
界
線
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

有
村
　
今
ほ
ど
、
科
学
技
術
力
が
国
家
の

研
究
だ
、
問
題
だ
」と
一
律
に
抑
圧
す
る
姿

勢
が
、
国
民
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
の
は

明
白
で
す
。

　
例
え
ば
仮
に
、
防
衛
省
が
科
学
者
の
意

に
反
し
て
、
殺
傷
力
の
高
い
非
人
道
的
な

破
壊
兵
器
の
開
発
に
研
究
者
を
従
事
さ
せ

る
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
学
者
の
良
心
の
問

題
で
す
。
し
か
し
、
防
衛
装
備
庁
の
研
究

推
進
制
度
は
、
大
量
破
壊
兵
器
や
国
際
的

な
人
道
に
も
と
る
技
術
開
発
は
今
ま
で
一

件
も
採
択
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

採
択
し
な
い
と
、
有
村
さ
ん
の
国
会
質
問

で
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

有
村
　
防
衛
装
備
庁
が
近
年
、
研
究
推
進

制
度
で
採
択
し
た
研
究
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
す
。

・
レ
ー
ザ
ー
照
射
に
よ
り
、
微
量
有
害
物
質

を
遠
隔
か
ら
瞬
時
に
特
定
す
る
計
測
手
法

の
研
究

・
こ
れ
ま
で
接
着
が
難
し
か
っ
た
複
合
材
と

軽
金
属
を
レ
ー
ザ
ー
で
直
接
接
着
で
き
る

よ
う
に
す
る
研
究

・
荒
天
時
の
船
舶
事
故
の
防
止
に
向
け
て
、

波
浪
中
の
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
実
現
す

る
研
究

　
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
が「
忌
避
す
べ
き
軍

事
研
究
」に
当
た
る
で
し
ょ
う
か
。
過
去
の

採
択
結
果
は
す
べ
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
事
例
は
一
件
も

あ
り
ま
せ
ん
。
学
術
会
議
は「
防
衛
装
備
庁

が
公
募
し
て
い
る
」と
い
う
一
点
を
も
っ
て

し
て
、「
軍
事
研
究
」の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ

て
き
ま
し
た
。
日
本
の
学
術
界
が
警
戒
す

べ
き
対
象
は
、
防
衛
省
・
防
衛
装
備
庁
で

は
な
く
、
緊
迫
が
強
ま
る
日
本
の
安
全
保

障
環
境
そ
の
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。

平
井
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
進
め
る
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
戦
術
核
兵
器

の
使
用
を
ほ
の
め
か
し
、
核
攻
撃
に
無
防

備
な
国
々
が
ざ
わ
め
き
ま
し
た
。
わ
が
国

昨年12月、参院本会議で代表質問する自民党の有村
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指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
競
争
力
を
落

と
せ
ば
、
日
本
の
防
衛
力
や
経
済
的
繁
栄
、

国
際
社
会
に
お
け
る
発
言
力
は
地
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
先
端
技
術
創
出
国
で
あ

る
は
ず
の
日
本
が「
中
進
国
」に
格
落
ち
す

る
の
を
見
た
く
な
い
。
経
済
安
全
保
障
上
、

日
本
の
科
学
技
術
力
を
こ
れ
以
上
落
と
し

て
は
な
ら
な
い
│
│
。
私
は
そ
ん
な
危
機

感
か
ら
、
国
会
質
問
に
立
っ
て
学
術
会
議

の
矛
盾
を
突
き
ま
し
た
。

自
己
変
革
な
る
か

平
井
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
は
さ
ま
ず
、
た

だ
ひ
た
す
ら
ロ
ジ
ッ
ク
を
重
ね
た
有
村
さ

ん
の
質
問
に
対
し
、「
軍
事
的
安
全
保
障
研

究
」を
頑
な
に
否
定
し
て
き
た
学
術
会
議
は
、

歴
史
的
方
針
転
換
に
つ
な
が
る
答
弁
を
し

ま
し
た
。
な
ら
ば
研
究
者
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
き
た
五
年
前
の『
声
明
』を
即
刻
、

撤
回
す
べ
き
で
す
。

一
昨
年
、
菅
政
権
は
学
術
会
議
の
会
員

六
名
の
任
命
を
見
送
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
学
術
会
議
は
政
府
は「
学
問
の
自
由
」

を
侵
害
し
て
い
る
と
猛
反
発
し
た
。
し
か

し
、
内
閣
府
の
一
組
織
で
あ
る
学
術
会
議

の
任
命
権
が
内
閣
総
理
大
臣
に
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
内
閣
総
理
大
臣
に
任
命

さ
れ
る
の
が
嫌
な
ら
ば
、
内
閣
府
か
ら
独

立
し
、
民
営
化
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

学
術
会
議
が
発
し
た『
声
明
』が
強
い
同

調
圧
力
と
な
り
、
全
国
の
大
学
が
従
っ
た

軍
民
両
用
技
術
の
研
究
忌
避
モ
ー
ド
の
矛

盾
を
有
村
さ
ん
が
突
き
ま
し
た
。「
軍
民
両

用
技
術
否
定
せ
ず
」と
学
術
会
議
が
発
出
し

た
答
弁
は
、
単
な
る
保
身
の
た
め
の
方
便

で
は
な
く
、
学
術
会
議
が
健
全
に
な
る
歴

史
的
転
換
点
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

有
村
　
日
本
が
こ
れ
か
ら
も
先
端
技
術
を

開
発
で
き
る
科
学
技
術
立
国
で
あ
る
た
め

に
、「
知
の
集
積
」と
し
て
真
に
国
民
か
ら

共
感
や
敬
意
を
持
た
れ
る
真
っ
当
な
ア
カ

デ
ミ
ア
が
日
本
に
存
在
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
学
術
会
議
が
科
学
者
集
団
の
叡
智

と
し
て
、
国
家
の
繁
栄
と
国
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
学
術
的
な
知
見
を
提
供
で

き
る
か
。
そ
の
矜

き
よ
う

持じ

す
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
多
額
の
血
税
が
投
入
さ
れ
て
き
た
公

的
組
織
の
地
位
か
ら
決
別
し
て
、
民
間
団

体
へ
移
行
す
る
の
も
一
つ
の
選
択
肢
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
井
　
急
激
な
軍
拡
を
進
め
る
中
国
に
は

協
力
し
、
自
国
の
防
衛
力
を
高
め
る
研
究

を
牽
制
し
て
き
た
長
年
の
慣
習
を
改
め
な

い
限
り
、
国
民
が
学
術
会
議
に
向
け
て
い

る「
親
中
・
反
日
で
は
？
」と
い
う
疑
い
の

目
は
収
ま
り
ま
せ
ん
。

学
術
会
議
自
身
が
自
浄
能
力
を
発
揮
で

き
る
か
ど
う
か
を
、
国
民
は
刮か

つ

目も
く

し
て
見

て
い
き
ま
す
。

命
運
、
世
界
の
趨す
う

勢せ
い

を
左
右
す
る
時
代
は

あ
り
ま
せ
ん
。
先
端
技
術
が
自
国
の
安
全

と
繁
栄
の
鍵
だ
と
確
信
す
る
か
ら
こ
そ
、

米
国
・
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
は
先

端
新
興
技
術
の
開
発
に
莫
大
な
国
費
を
投

入
、
研
究
者
の
養
成
や
囲
い
込
み
に
鎬し

の
ぎを

削
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
ん
な
な
か
、
日

本
の
大
学
だ
け
が
軍
民
両
用
技
術
の
研
究

推
進
を
否
定
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
Ａ
Ｉ

や
半
導
体
、
ワ
ク
チ
ン
、
ド
ロ
ー
ン
、
自

動
運
転
等
を
研
究
す
る
頭
脳
の
国
外
流
出

は
加
速
す
る
で
し
ょ
う
。

平
井
　
純
粋
な
民
生
技
術
な
ど
、
ほ
ぼ
存

在
し
ま
せ
ん
。
軍
事
技
術
を
否
定
す
れ
ば
、

人
類
が
長
い
時
間
を
か
け
て
手
に
入
れ
た

便
利
で
豊
か
な
生
活
、
つ
ま
り
文
明
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

国
の
命
運
を
決
す
る
技
術

平
井
　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
技
術

の
開
発
力
を
ど
の
国
が
持
っ
て
い
る
か
が
、

国
際
政
治
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
や
発
言
力

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
を
、「
安
全
保
障
上
の
課

題
」だ
と
認
識
し
、
永
年
取
り
組
ん
で
き
た

欧
米
と
、こ
れ
を
単
に「
公
衆
衛
生
の
課
題
」

と
し
か
認
識
し
て
こ
な
か
っ
た
わ
が
国
と

で
は
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
機
動
力
で
も
大

き
な
差
が
付
き
ま
し
た
。
生
物
兵
器
へ
の

警
戒
感
が
な
か
っ
た
。

学
術
会
議
は
、
米
中
の
緊
張
が
実
は
先

端
機
微
技
術
を
め
ぐ
る
覇
権
を
か
け
た
側

面
を
持
つ
と
い
う
現
実
か
ら
目
を
背
け
る

一
方
、
わ
が
国
の
技
術
が
外
国
に
不
当
に

流
出
し
、
そ
の
軍
事
力
増
強
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
は
一
切
懸
念
を
示
し
て
い

な
い
。
し
か
も
、
わ
が
国
の
防
衛
に
貢
献

し
た
い
研
究
者
の
志
ま
で「
軍
事
研
究
だ
」

と
抑
圧
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
わ
が
国
の
学
術
界
が

安
全
保
障
で
協
力
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

科
学
技
術
関
係
の
予
算
は
、
お
よ
そ
四
兆

二
千
億
円
で
す
が
、
こ
の
う
ち
防
衛
省
の

研
究
開
発
費
は
わ
ず
か
千
六
百
億
円
で
、

ま
っ
た
く
国
家
安
全
保
障
に
活
か
さ
れ
て

お
ら
ず
、
わ
が
国
の
国
益
と
国
力
を
減
じ

て
い
ま
す
。

有
村
　
日
本
の
研
究
力
は
す
で
に
凋
落
が

『トヨタが中国に
接収される日』

（平井宏治著、ワック）

す
う
せ
い

『トヨタが中国に
接収される日』

（平井宏治著、ワック）


